2007 Spring Live “Factory”　照明班　報告書

[今回新しく変更した点]

・照明希望用紙に、「照明効果の具体例」や「強調したい部分」などの変更を加える。

・照明ウェブを使っての情報の共有。

・以降のチーフの参考になるようにカレンダー形式で仕事の内容を記録した。
[計画を練る上で普段と異なっていた点]

・会場の規模が、普段使用しているホールの２倍程度の広さがある。

・灯体の数が多く、プランの幅が広かった。

・会場規模や灯体数から、仕込みに時間がかかることが予想された。

・舞台美術が大きいので、舞台上での見せ方に工夫が必要。

・予算にあまり余裕がない。

・演出による照明効果など。

[それによる変更点]

・仕込みの時間短縮については、六工房さんを雇うことにした。
・照明プランについては、借りられる灯体をフルに使い、いろいろな照明効果を織り交ぜつつ、予算自体は必要最低限で済ませられるようにプランを組んだ。

・予算が少ないため、バンド側の要望は、代替案で済ませられるものは変更してもらった。

・舞台美術にはSUS/アッパー/ローアーと３箇所から当てて暗くならないようにした。

・バンド演出により必要な灯体が出てきてしまい、予定していた予算をオーバーした。
[変更による効果と結果]

・予算が必要最低限で済むように灯体を借りたため、ホールの規模から考えて、個人的にはもう少し照明効果を増やしたいと思ったが、断念した。しかし、普段の規模のホールから考えると十分な数であり、演奏や舞台には支障はないと感じた。
・六工房さんを雇うことで、今回の不安要素でもある広さや舞台美術に関してアドバイスをもらうことができ、計画がしっかりと組むことができた。六工房さんとの打ち合わせでは、ライブ概要・舞台美術の件・現在考えている照明プランなどを話し、こちらの照明プランを基に、手を加えてもらい、最終的な仕込み図を作ってもらった。また、打ち合わせ以外にも電話でのやりとりで、プランの変更など随時行った。

・六工房さんのご好意で、灯体に取り付けるゼラの足りない分を無料で貸してもらえた。これは予算とは関係ないが、安くはない物なので非常に助かった。

・仕込みの時間自体は、シューティングなど、サークル員だけでは技術的に足りない部分を六工房さんが補ってくれて、十分に短縮できたと感じた。
[仕込みまでの流れ]

ウェブの作成
ホール下見（必要情報・書類の取得）

照明員募集

ウェブの更新（随時）

演出会議

ホール打ち合わせ（電話での確認なども）

照明各班長と連絡

所持しているゼラの確認

照明プラン第一案作成

六工房との打ち合わせ（電話でのやりとりなども）

ゼラの注文

照明仕込み図完成

仕込みの流れの確認

Ｑシートの作成

ホール・六工房と最終確認
[仕込みの流れ]
照明舞台上SUSの仕込み

SUS仕込み終わり次第、舞台美術の設置・合間に照明Ｑシートの書き込み
同時進行で可能な部分から照明のコロガシの設置

舞台上仕込み終わり・照明パッチ作業・立ち位置決め・SUSのタッパ決め
照明舞台上のSUSのシュート開始

音響仕込み開始・照明舞台上コロガシと前明かりのシュート開始

照明仕込みの変更・シュート完了で色作り開始・マイク練開始
細かなシュートの補正

場当たり・照明演出の変更・グループフェーダーを組む

照明班色作り・反省会・撤収

[仕込みでの変更点・気が付いた点]
・ＳＵＳの仕込みを素早く終わらせたかったので、朝集まった時に、吊り変えの説明と各々担当を決めておいた。そのため、指示が出来る人間が増え、効率よく作業が進んだ。
・舞台美術の設置に少し時間が掛かったため、そのあとの工程に手間取り時間が押してしまった。

・ＰＡＲは熱を持つので金シートを使用することを言い忘れていた。

・ＵＨのゼラのサイズが違ったため、変更の手間がかかった。

・舞台美術を３方向から照らす予定だったが、計画していた通りにシュートが上手くいかず、１台はシュート方向を変え、もう１台は急遽ミラー当てに変更することにした。変更したミラー当てには色を付けた。
・ＳＵＳの舞台美術当てにフロストのゼラを入れ、照射面をぼかすことや、立ち位置の関係からブチガイの吊り変えをしなければならないなど、急遽を変更が必要になった。

・舞台が広いことや、美術が大きいことなどによりSUSを上げ下げしてシュートを直さなければならないこともあり、いつもより少し手間がかかった。

・今回は場当たりが少ないため、色作りの時間が普段よりもとても多く取ることが出来た。しかし、余裕が出来た分、色を決めかねて時間が足りなくなってしまっている状況もあったように感じた。
・場当たりでの照明案の変更があり、やや時間がかかった。演出に合わせてゼラを差し込む・暗転中の照明など。

・ホリゾントの色がとても綺麗に出ていた。今回のＵＨ・ＬＨが縦長だった関係もあるのかもしれない。

・１ｋｗの灯体はハレーションもつよいので、ミラーやロゴ当てなどにはバンドアを使用することにした。
・前明かりのシュートには六工房さんと新人を遣ったことで、よい経験になったと思う。

[当日の流れ]
朝：照明シュート補正・リハ準備

リハ：全体を通して照明演出・シュートに悪い箇所はないか確認

昼休み：照明班色作り確認・ゲネ準備

ゲネ：リハでの変更の補正が出来ているか、照明演出、バランスなどの最終確認

ゲネ後：照明最終シュート補正・最終色作り確認・会場準備・本番準備

本番：がんばる

撤収：照明バラシ、舞台美術撤収手伝い、会場ごみ拾い、ホールの方へ挨拶、反省会
[当日での変更点・気が付いた点]

・リハで実際に全体を流してみると、照明演出に若干違和感を感じる場面もある。気が付いた時点で、随時担当照明班に連絡し、改善するようにした。

・リハで流れを確認すると同時に、シュートや色・光の出方も確認する。ミラー当ての色や光の大きさが微妙だったため、上下でフォーカスをズラし、光の大きさを変化させるなど、変更を加えた。また、舞台美術当ての大きさが不十分であったため、フォーカスを開くなど変更を加えた。

・今回はコロガシの灯体の量が多かったため、演者や裏方が灯体のシュートをずらしてしまう事もあった。

・リハやゲネで、照明班が他の人が担当している照明を見ていないことが多かった。Ｑシートの作成・補正は大変だとは思うが、他人の照明を見るのも勉強になるので、出来るだけ見るように促した。

・バラシに関しては、時間がかかると思ったので、照明員それぞれに担当を振り分け、細かな役割分担をしておいた。作業の内容も大まかに書いておいて、打ち合わせも軽くしておいたので、仕事はスムーズに運んだと感じた。
[全体通しての反省点・これからの改善点]

・今回は、仕込みの時に急遽変更する場面が多く、考えていた通りに進まず、いつもより時間を使ってしまった。事前にもう少しシュミレーションして、出来なかった場合などの対策を考えておくべきだったと感じた。
・仕込みとバラシについて、朝集まった段階で、各人の役割を分配し、打ち合わせを行ったことで、作業能率が上げることが出来たと感じた。講習会などの効果もあり、照明員それぞれの理解が早く、その場で指示を出したときに直ぐに動ける人が多かったのが良かった。
・六工房さんとの連携も、事前に何度も電話連絡をしていたおかげで、うまくいったように思った。電話や打ち合わせの際、自分のプランや六工房さんのアイデアなど話し合うことがあったが、やはり専門知識は多く知っているほうが、お互いの理解が早く、話はスムーズだと感じた。

・仕方のないことかもしれないが、予算が普段より高くなってしまった。

・他人の扱う照明を見ていない人も多かったので、良い点も悪い点も吸収するつもりで、出来るだけ見るようにしてほしいと感じた。

・照明ウェブでの情報の共有は、若干更新が滞ってしまい、あまり上手くいっていなかったと感じた。また、見ている人も少ないのかと思った。

・照明効果の具体例を希望用紙に入れたのは、割と反応が良かった。

・カレンダー形式で仕事内容を記録していく作業は、途中から面倒になり、上手く活用できなかった。しかし、作業記録などはまとめて書いてあるので、少しは役に立つかもしれない。

・照明仕込み図の第一案は、色以外はだいたい良く出来ていたそうで、そのまま活用された。舞台照明によく使われる定番色も多くあるようで、これからは知っておくと便利かもしれない。
・照明マネージャーと照明チーフとで役職は別れていたのだが、うまく仕事を分担することが出来ず、後輩に仕事を教えるということがあまり出来なかった。役職を２つ作ると、情報の共有が難しかったり、気を遣ってしまったり、仕事の分担が難しかったりと、上手く機能しない感じがした。
照明マネージャー：増澤史高

照明チーフ：山本明史

2007年4月14日　作成
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